
2013年37週(09月09日～09月15日)

○ 山梨県内流行情報

○ 富士・東部管内流行情報

○ 定点報告の感染症 定点・・・定点当たり報告数

総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点

全国総数 107 0.02 3338 1.1 1654 0.54 2618 0.86 9409 3.09 1381 0.45
山梨県 - - 2 0.08 10 0.42 10 0.42 48 2 4 0.17
中北 - - 2 0.25 2 0.25 1 0.13 32 4 1 0.13
中北峡北 - - - - - - 7 1.4 10 2 1 0.2
峡東 - - - - - - 1 0.25 1 0.25 1 0.25
峡南 - - - - - - 1 0.5 - - - -
富士・東部 - - - - 8 1.6 - - 5 1 1 0.2

総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点

全国総数 11713 3.85 152 0.05 1851 0.61 39 0.01 3097 1.02 709 0.23
山梨県 106 4.42 - - 10 0.42 1 0.04 18 0.75 2 0.08
中北 24 3 - - 4 0.5 - - 10 1.25 1 0.13
中北峡北 37 7.4 - - 2 0.4 - - 4 0.8 1 0.2
峡東 18 4.5 - - 1 0.25 - - 1 0.25 - -
峡南 6 3 - - - - - - - - - -
富士・東部 21 4.2 - - 3 0.6 1 0.2 3 0.6 - -

総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点

全国総数 7 0.01 542 0.81 3 0.01 34 0.08 183 0.41 5 0.01
山梨県 - - 1 0.11 - - - - - - - -
中北 - - - - - - - - - - - -
中北峡北 - - 1 0.5 - - - - - - - -
峡東 - - - - - - - - - - - -
峡南 … … … … - - - - - - - -
富士・東部 - - - - - - - - - - - -

感染症発生動向調査情報感染症発生動向調査情報感染症発生動向調査情報感染症発生動向調査情報（（（（週報週報週報週報））））

平成25年10月1日
富士・東部保健所

富士・東部管内では、咽頭結膜熱の報告数が増えました。手洗い・うがいの励行とともに十分な休養を心
がけ感染予防に努めましょう。

　第37週の手足口病は、山梨県内の定点当りの報告数が4.42となりました。流行のピークは過ぎたと考
えられますが、中北保健所峡北支所管内では7.4にと上昇し、また峡南保健所管内においても3.0という報
告があることから、警報終了の目安である2.0を下回るまでは県内全域において引き続き注意が必要で
す。また、今週は富士･東部保健所管内において咽頭結膜熱の報告が増えました。咽頭結膜熱は発熱・
咽頭炎及び結膜炎を主症状とする急性のウイルス感染症です。潜伏期間は５～７日で、発熱・咽頭炎（咽
頭発赤、咽頭痛）・結膜炎が三主症状です。発生は年間を通じてみられますが、特に夏季に流行する感
染症です。 この季節は運動会や旅行など、外出の機会が増える時期ですので、家族全員で手洗い・うが
いの励行とともに、バランスのとれた食事や十分な休養を心がけるなど、万全の体調で楽しく迎えられる
よう、日ごろから家族全員で健康管理に留意しましょう。【今週の警報】：手足口病（※定点あたり5.0以上
で警報、2.0を下回ると解除）中北保健所管内〔3.0〕、中北保健所峡北支所管内〔7.4〕、峡東保健所管内
〔4.5〕、富士・東部保健所管内〔4.2〕【今週の注意報】：なし
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○ 山梨県週別発生動向

疾病 定点 報告数 定点 報告数 定点 報告数 定点 報告数

インフルエンザ - - - - - - - -

ＲＳウイルス感染症 0.08 2 - - - - - -

咽頭結膜熱 0.42 10 0.17 4 0.04 1 0.17 4
Ａ群溶血性
レンサ球菌咽頭炎 0.42 10 0.71 17 0.42 10 1.13 27

感染性胃腸炎 2 48 1.75 42 1.92 46 2.46 59

水痘 0.17 4 0.38 9 0.21 5 0.38 9

手足口病 4.42 106 4.08 98 5.79 139 7.5 180

伝染性紅斑 - - 0.17 4 0.04 1 0.04 1

突発性発疹 0.42 10 0.33 8 0.71 17 0.42 10

百日咳 0.04 1 - - 0.04 1 0.17 4

ヘルパンギーナ 0.75 18 0.58 14 0.63 15 0.92 22

流行性耳下腺炎 0.08 2 0.29 7 0.33 8 0.38 9

急性出血性結膜炎 - - - - - - - -

流行性角結膜炎 0.11 1 0.11 1 - - 0.22 2

細菌性髄膜炎 - - - - - - - -

無菌性髄膜炎 - - - - - - - -

マイコプラズマ肺炎 - - 0.1 1 0.2 2 0.2 2

クラミジア肺炎 - - - - - - - -
※推移と状況のコメントは、過去５年分のデータ（平均値等）に基づき表示しています。

○ 全数報告の感染症
分類 性別 年齢

二類感染症 女 64

三類感染症 女 7

二類感染症 女 84
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